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令和 6 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 6 年 5 月 14 日(火)  18 時 30 分～20 時 30 分  

開催場所 三隅まちづくりセンター 参加人数 7 人 

出席議員 岡本正友、三浦大紀、田畑敬二 補助員 村木勝也 

テーマ別に

出た意見 

【総務文教】地域交通について～移動の自由をどうつくるか～ 

・あいのりタクシー事業について、三隅から益田市内までの

活用を求める。 

・同上の活用について戻り(益田→三隅)の相互利用(益田市

共同歩調)に反映できないか？ 

・三隅より浜田市内に毎日通勤するので、行きについては同

上可能である。料金の代わりに商品券等のクーポン配布して

は？ 

・市内生活路線バスに買い物商品などの運搬ができるように

ならないか？ 

【福祉環境】市の環境施策や環境に配慮した市民活動のあり方について 

・風力発電や太陽光の推進もいいが、これも完全ではない。

三隅には火力発電所もあるので、共存の可能性を含め先を見

据えてこの土地でできることを考えるべき。 

 

【産業建設】地域産業の問題点と課題について 

・誘致企業に対する知事への意見 

・小規模河川の整備や土石流の浚渫など 

→小規模工事なので支所に報告 

・市道の側溝清掃及び整備 

→側溝の清掃は、地域で出来ることは地域でお願いをした。

工事物はまとめて支所産業建設課に報告 
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自由意見 

【総務文教委員会】 

・資料館の現状は？荷捌き所など中途半端な建物ばかり作ら

れているではないか。市民はどちらかと言えば早くやるべき

という声があるので、決着をつけてほしい。進める事は進め

るべきである。 

→委員会では話が進んでいない。神楽伝承館の話も合間って

停滞している。まだまだ時間がかかるのでは。（岡本） 

・市町村単位で頑張っても難しい。石見全域で連携が必要。

広域での事業取り組み推進を。 

・優先順位をつけて議論してほしい。 

・自治会を解散するのは簡単だが、活動量が低下する。コミ

ュニティ活動費を配るといってもいらないと言われる現状。

有効活用してほしいが、自治会組織単位だとやっていたが、

集落単位になると大変。高齢化すると草刈りも大変。自治会

単位で解散するのではなくて一緒にやるためのノウハウがあ

れば知恵を貸してほしい。 

・若者には都会並みに情報環境を求めている。Wifi など民間

を巻き込んで整備を求める。 

【福祉環境委員会】 

【産業建設委員会】 

・キーパー（地元企業）を大事にしてほしい。 

→知事に対して意見を言うのは考えてなくてはいけないが、

地元企業のおかげで雇用なども生まれありがたい。（田畑） 

・水産業の振興に力を入れるべき。視野を広く持って港の振

興を。 

・5 万人のまちでビジネスするのはとても難しい。IT などの

活用を。その前に携帯の不感対策を。e スポーツなどは可能

性ありそう。 

 

   令和 6 年 5 月 30 日 報告者 三浦大紀 


